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市 長 コラ ム

各
種
相
談
や
催
し
・
講
座
に
参
加
す
る
際
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
、
手
指
消
毒
な
ど
の
感
染
防
止
に
ご
協
力
を
。

状
況
に
応
じ
中
止
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
最
新
の
情
報
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

み
ゆ
き
、
三
枝
文
雄

（
感
謝
状
）小
林
清
春

▼
多
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
の
向
上
に
つ
と
め

　

ら
れ
た
人　

　

髙
鷲
幸
助
、
巻
島
功
司
、
福
島
宣
子
、
山
本

　

高
久

▼
多
年
に
わ
た
り
防
災
業
務
に
つ
と
め
ら
れ
た
人　

　

小
島
靖
之
、
鈴
木
孝
史
、
矢
島
雅
敏
、
山
﨑

　

克
彦

▼
多
年
に
わ
た
り
保
健
衛
生
の
向
上
に
つ
と
め

　

ら
れ
た
人

　

秋
谷
か
お
り
、
秋
谷
行
男
、
岡
本
龍
治
郎
、

　

須
加
悦
也
、
杉
﨑
晴
朗
、
染
谷
真
俊
、
舘
野
淳
、

　

外
山
純
子
、
青
木
信
子
、
植
田
圭
太
、　

口

　

泰
浩
、
松
本
歩
由
美
、
宮
下
裕
司
、　

野
隆
寛
、

　

関
谷
陽
子
、
丸
林
輝
子

▼
多
年
に
わ
た
り
教
育
文
化
の
振
興
に
つ
と
め

　

ら
れ
た
人

　

中
村
伸
夫
、
冨
永
一
徳
、
新
井
一
樹
、
髙
嶋
静
、

　

梅
林
寺
齊
、
服
部
敏
則
、
林
貴
史
、
巻
島
功
司

問
合
せ　

秘
書
課　

内
線
２
２
３

市
内
循
環
バ
ス「
ハ
ピ
ノ
リ

応

援

シ

ョ

ッ

プ

」
の

募

集

　

市
で
は
、
市
内
循
環
バ
ス
を
利
用
す
る
人
に

対
し
、
各
種
割
引
や
ポ
イ
ン
ト
の
優
遇
ま
た
は

待
合
ス
ペ
ー
ス
の
利
用
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
く
だ
さ
る
市
内
事
業
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
11
月
か
ら
12
月
ま
で
、
１
日
乗
車
券
を

購
入
し
た
人
を
対
象
に
、
ハ
ピ
ノ
リ
応
援
シ
ョ
ッ

プ
で
使
用
で
き
る
ク
ー
ポ
ン
券
２
０
０
円
分（
費

用
は
市
負
担
）を
配
布
す
る
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

ハ
ピ
ノ
リ
応
援
シ
ョ
ッ
プ（
登
録
無
料
）の
申

今

月

の

納

税

な

ど

市
・
県
民
税

第
３
期

国
民
健
康
保
険
税

第
４
期

介
護
保
険
料

第
４
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

第
４
期

※
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
口
座
振
替

　

を
ご
利
用
の
人
は
、
残
高
不
足
な
ど
に
ご
注

　

意
く
だ
さ
い
。

市
県
民
税
・
所
得
税
申
告
会
場

　

令
和
５
年
２
月
以
降
に
実
施
す
る
市
県
民
税
・

所
得
税
の
申
告
会
場
は
、
施
設
の
安
全
性
の
確

保
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
て
い
る
ウ
ェ
ル
ス

幸
手
の
み
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
各
地
区
の
詳
し
い
日
程
は
、
今
後
広

報
さ
っ
て
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

幸

手

市

表

彰

受

賞

者

　

幸
手
市
表
彰
は
、
市
の
自
治
振
興
を
図
り
市

政
に
功
労
の
あ
っ
た
人
・
団
体
を
表
彰
す
る
も

の
で
す
。
令
和
４
年
度
の
受
賞
者
は
つ
ぎ
の
と

お
り
で
す（
敬
称
略
）。

▼
多
年
に
わ
た
り
公
共
の
職
務
に
精
励
さ
れ
た
人　

　

服
部
貴
三
郎
、
佐
伯
昌
則
、
山
田
ヒ
サ
子
、

　

柚
木
孝
子
、
髙
橋
正
美
、
松
本
芳
光
、
後
藤

込
み
方
法
に
つ
い
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
民
協
働
課　

内
線
１
７
３

２
０
２
３
年（
令
和
５
年
）
版

埼

玉

県

民

手

帳

を

販

売

販
売
期
間　

10
月
14
日（
金
）
～
12
月
16
日（
金
）

販
売
場
所　

庶
務
課（
市
役
所
本
庁
舎
２
階
）

サ
イ
ズ　

14
㎝
×
９
㎝

表
紙
色　

ネ
イ
ビ
ー
ま
た
は
ペ
ー
ル
グ
リ
ー
ン

販
売
価
格　

６
０
０
円（
税
込
み
）

※
詳
細
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

庶
務
課　

内
線
２
３
６

労

働

力

調

査

に

ご

協

力

を

　

総
務
省
統
計
局（
埼
玉
県
）で
は
、
就
業
・
不

就
業
の
状
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
毎
月
労

働
力
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
調
査
の
対
象

と
な
っ
た
世
帯
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

埼
玉
県
統
計
課
人
口
統
計
担
当
☎
０

　

４
８（
８
３
０
）２
３
１
４

木

造

住

宅

耐

震

補

助

　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
確
認
を
取

得
し
建
築
し
た
、
旧
耐
震
基
準
の
木
造
一
戸
建

て
住
宅
な
ど
の
耐
震
診
断
や
、
診
断
結
果
か
ら

耐
震
改
修
が
必
要
と
判
断
さ
れ
実
施
す
る
耐
震

改
修
工
事
を
対
象
に
補
助
を
行
い
ま
す
。

補
助
額

・
耐
震
診
断
に
要
し
た
費
用
の
１
／
２

　
（
１
０
０
０
円
未
満
切
捨
て
）上
限
５
万
円

・
耐
震
改
修
工
事
に
要
し
た
費
用
の
１
／
２

　
（
１
０
０
０
円
未
満
切
捨
て
）上
限
20
万
円

※
市
内
の
設
計
・
施
工
業
者
に
発
注
す
る
も
の

　

が
対
象
で
す
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

建
築
指
導
課　

内
線
５
７
２

幸
手
市
歳
末
福
祉
・
慰
問
事
業

内
容　

慰
問
金
品
の
進
呈

対
象　

市
内
在
住
で
、
自
宅
で
生
活
を
し
て
い

　

る
非
課
税
世
帯

※
生
活
保
護
受
給
世
帯
、
世
帯
収
入
が
定
め
ら

　

れ
た
最
低
生
活
費
以
上
あ
る
世
帯
、
施
設
入

　

所
が
決
定
し
て
い
る
人
は
対
象
外
。

※
詳
細
は
本
紙
折
込
み「
社
協
さ
っ
て
市
」を

　

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

社
会
福
祉
協
議
会
☎（
43
）３
２
７
７

第
27

回

幸

手

市

民

ま

つ

り

日
時　

10
月
30
日（
日
）午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
雨
天
決
行
。

場
所　

県
営
権
現
堂
公
園
２
号
公
園

内
容　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、
模
擬
店
ほ
か

問
合
せ　

幸
手
市
民
ま
つ
り
の
会
事
務
局　

幸

　

手
市
商
工
会
☎（
43
）３
８
３
０
、
商
工
観
光
課　

　

内
線
５
９
３

「
調
停
手
続
相
談
会
」
開
催

日
時　

10
月
22
日（
土
）午
後
１
時
～
４
時　

場
所　

久
喜
総
合
文
化
会
館　

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

埼
玉
調
停
協
会
連
合
会
☎
０
４
８（
８

　

６
５
）７
０
１
３（
10
月
31
日（
月
）ま
で
の
祝

　

日
を
除
く
月
、水
、金
の
午
前
10
時
～
午
後
４
時
）

環

境

課

か

ら

の

お

知

ら

せ

▼
廃
棄
物
減
量
等
推
進
員（
敬
称
略
）

◎
推
進
員
変
更

地
区
名　
　

慶
作

推
進
員
名　

手
島
幸
成　

▼
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
回
収

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
ハ
ン
ガ
ー
な
ど
の
製
品
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
回
収
を
行
い
ま
す
。

回
収
期
間　

11
月
１
日（
火
）
～
令
和
５
年
１
月

　

31
日（
火
）

回
収
場
所　

市
役
所
な
ど
公
共
施
設
12
か
所

回
収
物　

製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
全
般

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

環
境
課
☎（
48
）０
３
３
１

巡

回

聴

覚

障

害

者

相

談

　

聴
覚
障
が
い
者
ま
た
は
聴
覚
障
が
い
者
と
関

わ
り
の
あ
る
人
を
対
象
に
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
相
談
内
容
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん（
手
話
通

訳
・
要
約
筆
記
あ
り
）。

日
時　

11
月
９
日（
水
）午
前
10
時
～
正
午

場
所　

白
岡
市
役
所（
白
岡
市
千
駄
野
４
３
２
）

※
希
望
す
る
人
は
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
午
後
は
訪
問
相
談
を
行
い
ま
す
。
訪
問
を
希
望

　

す
る
人
は
、
事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

埼
玉
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
４
８（
８
１
４
）３
３
５
３
・

０
４
８

　
（
８
１
４
）３
３
５
５

「
行
政
書
士
制
度
広
報
月
間
」

に

伴

う

無

料

相

談

会

日
時　

10
月
18
日（
火
）午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所　

市
役
所
第
二
庁
舎
２
階
第
２
会
議
室

内
容　

許
可
、
認
可
、
法
人
設
立
、
各
種
電
子

　

申
請
、
相
続
・
遺
言
な
ど
の
書
類
作
成
な
ど

　

の
相
談

申
込
み　

不
要

問
合
せ　

埼
玉
県
行
政
書
士
会
春
日
部
支
部

　

☎
０
４
８（
８
１
２
）５
０
９
２

埼

玉

県

最

低

賃

金

の

改

正

　

10
月
１
日
か
ら
埼
玉
県
最
低
賃
金
は
時
間
額

９
８
７
円（
引
上
げ
額
31
円
）と
な
り
ま
す
。

　

年
齢
や
雇
用
形
態
に
関
係
な
く
、
県
内
の
事

業
場
で
働
く
全
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

使
用
者
も
労
働
者
も
、
賃
金
額
が
１
時
間
当

た
り
９
８
７
円
以
上
か
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

※
一
部
の
産
業
に
は
、
特
定（
産
業
別
）最
低
賃

　

金
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ　

埼
玉
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室　

　

☎
０
４
８（
６
０
０
）６
２
０
５

建

築

物

の

ア

ス

ベ

ス

ト

対

策

に

関

す

る

補

助

制

度

　

埼
玉
県
で
は
、
民
間
建
築
物
の
ア
ス
ベ
ス
ト

対
策
と
し
て
、
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
の
お
そ
れ
の

あ
る
吹
付
け
材
の
含
有
調
査
お
よ
び
吹
付
け
ア

ス
ベ
ス
ト
の
除
去
な
ど
工
事
に
対
す
る
費
用
の

補
助
を
し
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

埼
玉
県
建
築
安
全
課
☎
０
４
８（
８
３

　

０
）５
５
２
５

国

の

教

育

ロ

ー

ン

　

高
校
、
大
学
な
ど
へ
の
入
学
時
・
在
学
中
に

か
か
る
費
用
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度

で
す
。

融
資
額　

１
人
あ
た
り
３
５
０
万
円
以
内

金
利　

年
１
・
80
％
（
固
定
金
利
）

※
条
件
に
よ
り
融
資
額
、
金
利
が
変
わ
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。

返
済
期
間　

18
年
以
内

返
済
方
法　

毎
月
元
利
均
等
返
済（
ボ
ー
ナ
ス
時

　

増
額
返
済
も
可
能
）

問
合
せ　

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎
０

　

５
７
０（
０
０
８
）６
５
６

あ

た

ま

の

健

康

チ

ェ

ッ

ク

日
時　

10
月
25
日（
火
）午
前
９
時
45
分
開
始（
１

　

人
あ
た
り
45
分
）、
最
終
受
付
午
後
３
時

対
象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人

定
員　

12
人（
申
込
み
順
）

申
込
み　

電
話
ま
た
は
窓
口

問
合
せ　

介
護
福
祉
課
☎（
42
）８
４
３
８

「 南十字星と中秋の名月 」
　1975 年から丸 4 年間、ほ

・ ・

ぼ南半球にあるコ
ンゴ民主共和国で、銅鉱山開発に携わっていま
した。毎夜、空を見上げると満天の星。そこに
北斗七星はなく南十字星が。（寂

せきりょうかん

寥感から、日
本が恋しく、落涙の日も！）
　市内に、一年中天体を観察されている中村先
生という方がおられます。空の知識のない私
に、朝晩の月・太陽の黒点の動き・星座の話
等々、詳細に解説して下さいます。
　埼玉県の三偉人の一人、塙

はなわ

保
ほ き い ち

己一は若くして
失明しましたが、驚異的な暗記力で学問をきわ
め、大文献集の「群書類従」の編さんを成し遂げ
ました。保己一は、ある秋の夜、月見の宴を張
りました。空を眺める楽しげな人々の声をきき

「花ならば手にとりて見ん今日の月」と詠みま
した。すかさず、傍にいた保己一の妻が「明月
や座頭の妻の泣く夜かな」と優しく返歌したそ
うです。月夜に照らされた美しい座頭の妻が、
夫に代わり我が目を潤ます姿に、秋の訪れを感
じます。
　今年の中秋の名月（十五夜）は、9 月 10 日。
とてもとても大きな明るく輝く月を、ススキと
月見団子とお酒で愛でることができました。

幸手市長　木村純夫


